
(1)速度と空気抵抗の関係の一般化
(2)ハコフグの機動力の要因を調べる
(3)物体をハコフグの形状に近づける
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実験

(1)スタイロフォームを直方体と三角柱に切り出す。
(2)風洞を使ってそれぞれの物体の抗力を計測する。
※風速V（1～3m/s）,角度θ（0～90°）

直方体などの簡単な形状のスタイロフォームを使用する。電子ばか

り、風洞を用いて空気抵抗を計測する。この時、風速と物体の角度
を変化させながら計測する。計測したデータから、グラフを作成し、
風速・角度・空気抵抗の関係を調べる。

背景

キーワード
・外骨格 ・形状 ・機動力 ・広さ

結果

・風速と抗力の関係について、θ=0°の時は抗力が2^2倍、3^2
倍となった。
→速度が2倍、3倍…n倍となると、抗力は速度の2^2,3^2,…n^2倍
となるのではないか。
※測定技術を向上することで一般化できるのではないか。

(1)空気抵抗はθ＝50°になるまで増加した。それ以降は減少し
た。 (V=2.0,3.0のとき)
(2) V=2.0と V=3.0の空気抵抗の大きさには、大きな差があった。

直方体
(1)空気抵抗の差について(θ=50°から90°のとき)

直方体では、空気抵抗は風が直撃する部分の面積に依存する
のではないか。
(２)空気抵抗の増加がなだらかになったのはなぜか。

風が直撃する部分の面積の変化は、それぞれの角度変化にお
いて一定ではなかったのではないか。
(3)速度と空気抵抗の関係
θ=0°の時は抗力が2^2倍、3^2倍となった。

→速度が2倍、3倍…n倍となると、抗力は速度の
2^2,3^2,…n^2倍となるのではないか。
※測定技術を向上することで一般化できるのではないか。

三角柱
(1)V=3.0のとき、空気抵抗の変化は他の速度に比べて顕著に見
られた。
(2)V=1.0とV=2.0の空気抵抗の差が45°までは増加し、その後は
減少した。

◎空気抵抗は直方体ではθ=70°で、三角柱ではθ=50°で最大
になった。

→風の当たる面積が大きくなればなるほど、空気抵抗が
大きくなるのではないか。
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メルセデスベンツ社は広さと空気抵抗の小ささを両立するため、ハ
コフグの形状を参考にして車を開発した。私たちは、ハコフグは箱
のような外見をもちながら、天敵の攻撃をかわすため、機動力もあ
るのではないかと考えた。ハコフグの形状を活かして広さと機動力
を両立できる車の形状が作れるのではないか。


